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（作品審査結果の要旨） 
 
本研究で取り上げた京都青蓮院所蔵国宝「不動明王二童子像」は、天台密教僧安然が創出した「不動十九
相観」の教軌に忠実に基づき制作された、平安仏教絵画の最高峰の作品である。本尊である青不動の表現や
複雑な装身具の描写、迦楼羅を描きながらも自然に燃え上がる火焔後背等は他に類を見ない優れた造形力を
持っている。 
そこで本研究は、教軌と造形表現の関連性に着目し、描かれた当初を想定する復元模写を行った。赤外線
画像やX線透過撮影画像等、科学的資料や先行研究を参考に、原本から受ける作家の感動をベースに、工夫し
卓越した技法や洗練された材料を研究し、描かれた当時の再現につとめ、飛躍的に成果を上げていった。制
作過程で本図の白描の状態を経験することができた事や、これだけの大幅の制作に携われた事は貴重な経験
にもなった。 
今回の最大の成果は、群青や朱をただ単に塗るのではなく、平安時代に限りなく近いと思われる彩色法を
会得できた事である。今まで再現模写があまり高い評価を受けてこなかった点を覆す第一歩になった。この
作品は裏彩色もうまく取り入れられており、裏からの彩色を丁寧に注意深く施し、画面の強弱のバランスを
うまく表現している。厳しさの中にもゆったりとしたふくよかさを感じる表現は卓越している。特に本尊と
火焔の位置関係を作品の中から巧みに読み取り表現している点は、作家としての高い資質を感じる。また背
景の色についても可能な限りの考察を加え決定した色味は、今後の一つの提言のきっかけになるものだと思
われる。これらを含め、過去の復元模写に於いて誰も到達出来なかった技術と感受性が融合した秀逸な復元
模写に仕上がった。教軌に基づいて描いているという本研究の導入点から、密教の本質にも迫る説得力のあ
る作品に仕上がっていったのは、本研究の何物にも代え難い大きな成果である。 
今回論文のテーマに沿って復元模写を行い、明確に描かれた当初の姿を実証する作品を作り上げていった
事は、模写と研究と制作がうまく融合していった証として高く評価される。この作品の年代設定の分野でも
大きな役割を果たすことが多いに期待できる。 
 
 
（総合審査結果の要旨） 
 
“青不動”として知られる国宝「不動明王二童子像」（青蓮院門跡蔵）を研究対象にした本研究は、技法材
料の多角的な検証をまとめた研究論文と想定復元模写から成る。平安時代中期に描かれた「不動明王二童子
像」は、縦6.71尺×横4.9尺という大型の絹本仏画であり、周到に計画された三角形の構図をもち、卓越した
線描と彩色技法によって描かれている。想定復元の根拠となる所見は、先行研究の成果を踏まえた上で、本
研究のためにおこなった原本の熟覧調査に基づいたものであって、一定の信頼性が確保されている。  
本研究における技法材料研究は、彩色材料の推定に留まらず、原本画の大きな特徴となっている線描表現
と彩色表現について、両表現の関係性から考察した点が評価できる。さらに線描表現と支持体の絵絹との関
係性にも実践的な検証と考察を進め、製糸技術の復元研究にも取り組んだことは、今後の支持体研究の進展
に資するという点でも高く評価できるものである。さらに、想定復元模写の制作では、画面の大部分を占め
るにも関わらず未解明となっている平安仏画の背景色についても、絵画全体の演出効果を考慮しながら暗褐
色を想定するという積極的な研究姿勢で取り組み、図像部分とのバランスを取りながら空間表現として提示
した。このような大型の絹本著色画の制作は、充分な専門性をもった画技と経験を要するものであり、作品
制作の遂行そのものにおいても博士後期課程の課程研究として充分な評価ができ得るものである。 
特に本研究の秀逸さは、色材の推定や支持体の組成などの部分的な材料研究に陥りがちであった従来の研
究手法を、各技法間の関係性や技法と材料の関係性といった関係性から考察する手法へと転換させた点にあ
る。提出された作品ならびに論文を総合的に審査した結果、文化財保存学における当該分野の研究に重要な
方向性を提示した本研究を博士（文化財）の学位授与に相当する研究であると認めるに至った。 
